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論文

１、はじめに

　マヤ長期暦の 8.17.1.4.12 11 エッブ Eb 15 マック Mak（378 年 1 月 15 日）は、古典期前期の低

地南部マヤ社会にとって分水嶺とでもいうべき日である。この日に、同地域の政情を大きく塗り

変えることになる非常に重要なことが起こったと考えられているからである。爾後、様々な遺跡

のモニュメントのテキストに、この日付がしばしば言及されていることが、ことの重大性を如実

に物語っている。この日を境に、古典期マヤ社会を代表する大国であるティカル Tikal では支配

勢力が代わったと考えられている。また、この地域の土器、建築、図像などに、メキシコ中央高

原を拠点にメソアメリカ全域に影響を及ぼした巨大な国家であるテオティワカン Teotihuacan

を想起させる要素が、ふんだんに出現するようになる。この出来事の真相はいまだに明らかにな

っておらず、研究者の間でも、大きく「外因派」と「内因派」の二つに分かれて論争されている

（Canuto et al. 2020: 378-380; Magaloni-Kerper, O’neil and Uriarte 2020: 196; Spence 2020: 474; 

Stuart 2000: 465-466）。前者は、テオティワカンがこの出来事に積極的に関与していたとする説で、

テオティワカンによる軍事的征服事業の一環であったと考える者も少なくない。後者は、主体は

あくまでもマヤ人の側にあり、研究者によってその度合いに差はあれ、テオティワカンの関与は

間接的なものに過ぎなかったとする説である。

　標高 2000m を超える高原地帯に位置しているテオティワカンが、直線距離でも約 700km 以

上離れているのに加え、熱帯雨林という全く環境が異なる南部低地マヤ地域に対して軍事行動

を起こすのは、兵站の観点からも無理があり、現実的でない（Spence 2020: 466、471）。エント

ラーダにテオティワカンの軍隊が直接関与していたと唱える研究者も、この点は認識していて、

マヤ人側に侵略を手引きする勢力が存在しなければ、征服行為は成就しないことを認めている

（Nondédéo, et al. 2014: 117, 2016, 2019: 57）。近年、まさにこのテオティワカンと同盟関係にあり、

従って「外因派」説を支持する有力な遺跡と主張されているのがナーチトゥン Naachtun である。

本稿では、この説の蓋然性について論じたい。

２、ナーチトゥンの建国とエントラーダEntrada前夜

　ナーチトゥンは、先古典期後期の大遺跡がいくつも存在するミラドール Mirador 盆地の北東

端にあり、ティカルとカラクムル Calakmul の間に位置する（図 1）（Hansen et al. 2009: 27; 
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Mathews, et al. 2005: 669; Nondédéo, et al. 2013: 123-125）。古典期に激しく争った二大強国に挟

まれているという地理的環境は、ナーチトゥンが両国の対立関係に必然的に巻き込まれることを

余儀なくした。

　ナーチトゥンが創建されたのは、150 年頃のようである（Nondédéo, et al. 2013: 125-126, 2014: 

116, 2016, 2021: 87）。この時期に、低地南部マヤ社会の歴史を考える上で、極めて重要な出来事

が起こっている。それは、2000 年以上に及ぶマヤの歴史の中でも、最大規模の建築物を擁して

いたエル・ミラドール El Mirador の崩壊である。この頃、花粉分析の結果からミラドール盆地

で大規模な人口減少が起こったことが判明しており、事実エル・ミラドールを始めとして、ナー

チトゥンを除く殆どの都市が放棄されている（Hansen and Guenter 2005: 60-61; Hansen et al. 

2008: 33-34）。ほぼ同じ時期にナーチトゥンが創建され、エル・ミラドールが放棄されたのは、

単なる偶然とは考えられない。これにはいくつかの理由がある。一つは、ナーチトゥンでは主要

な建築グループが東西に配置され、それぞれがサクベで連結されているが、規模の点ではかなり

見劣りするものの、パタンとしてはエル・ミラドールと共通している。また、ナーチトゥンの土

器は、エル・ミラドールの土器伝統を共有している。更には、それ以前に居住の痕跡が乏しいこ

の地が、この時期から突然繫栄し始めるのは、他の場所から人々が移住してきたと想定しないと

説明がつきにくい。しかも、エル・ミラドールとナーチトゥンはわずか 20km ほどしか離れてい

ない。これらのことから、ナーチトゥンはエル・ミラドールを放棄した住民が移住してきて、新

たに建設したのではないか、と推測されているのである（Nondédéo, et al. 2013: 126-127, 2016; 

Walker and Reese-Taylor 20012: 8、22-23）。

図 1　南部低地マヤ地域（Houston & Inomata 2009 Figure 1.2 を転載） 



エントラーダにおけるナーチトゥンの役割に関する一考察（佐藤）

51− 　−

　ナーチトゥンの中心部に建設された建築グループが、東西方向に沿って並んでいると先述した

が、西から順にＣ、Ａ、Ｂと名付けられており、この順に発展したようである（図 2）。すなわち、

最初の居住区はグループＣであり、ここで確立された権力の所在地は、時代の推移と共に東に移

動した。

　4 世紀半ばになると、都市としての本格的な発展が始まり、土地を造成して多くの建築物が建

てられた。この発展は、王朝の創立に伴うものと考えられている。この王朝の存在を示唆して

いると見られるのが、グループＣに建立された石碑 23 と石碑 24 である。これらのモニュメン

トのテキストによると、少なくとも 8.16.4.10.1 6 イミシュ Imix 4 セック Sek（361 年 8 月 1 日）

以来、ナーチトゥンは「スーツ・アハウ」（”Suutz’ajaw”）、すなわち「コウモリのアハウ」と

称する支配者が治める国の根拠地であった。いわば、「コウモリ王国」の首都であった。そし

て、この二つの石碑こそ、ナーチトゥンがエントラーダに深くかかわったことを示唆するモニュ

メントだと指摘されているのである。更に、この時期には土器にも変化が見られる。先古典期

後期にミラドール盆地とのつながりがあったのに対し、古典期に入るとティカルやワシャクト

ゥン Uaxactun などペテン Peten 中心部で出土する土器と類似した様式を持つ土器が出現する

（Nondédéo, et al. 2014: 117, 2016）。ティカルを中心とするこのペテン地方こそ、エントラーダの

発端となった出来事が起こり、その後低地南部マヤ社会を覆う「新秩序」の枢軸となった場所で

ある。では、「新秩序」を形成する端緒となったエントラーダとはどのような事件であり、ナー

チトゥンがこれにどのようにかかわっていたと考えられているのであろうか。

３、ナーチトゥンとエントラーダとの想定上のかかわり

　8.17.1.4.12、シフヤフ・カフク Sihyaj K’ahk’ という名の人物がティカルに到着する。「エント

ラーダ」と呼ばれるこの出来事は、ティカルの石碑 31 とマルカドール、ワシャクトゥンの石碑

5 と石碑 22、ラ・スフリカーヤ La Sujricaya 出土の彩色テキストに記されている。ある人物が

到着したということが、いくつもの都市の記録に残されているということは、この事実がいかに

図 2　ナーチトゥン中心部（Nondédéo, et al. 2021 Figure 6.1 を転載） 
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重要であったかを物語っている。事実、古典期前期の低地南部マヤ社会の政情に大きな影響を与

え、「新秩序」を築くに至った変動は、この出来事に端を発しているのである。

　シフヤフ・カフクは、ティカルに到着する 7 日前の 8.17.1.4.3 3 カン Kan 7 マック（378 年 1 月

8 日）に、ティカルの西方 78㎞にあるエル・ペルー El Perú に立ち寄ったことが、同地の石碑 15

に記されている（Eppich 2009: 2; Freidel y Escobedo 2004: 412; Freidel et al. 2007: 193; Martin 

and Grube 2008: 29-30; Stuart 2000: 479-480）（1）。エントラーダという大事業を起こす直前に訪

れたことから、シフヤフ・カフクが行おうとしていた企てに、エル・ペルーが何らかのかかわり

を有していたことは疑いないであろう。しかし、エル・ペルー以上に深く関与していた、という

よりも、シフヤフ・カフクの事業を積極的に支援していた可能性が指摘されているのがナーチト

ゥンである（Guenter 2014: 150-153; Nondédéo, et al. 2016, 2019: 55）。

　石碑 23 と石碑 24 は、共にナーチトゥンの最古の居住区域であるグループ C にある（図 2）。

マヤ地域で最初に紋章文字が生起するのが、ナーチトゥンの石碑 23 である（García Capistrán 

y Rodríguez 2017）。このモニュメントには、8.16.4.10.1 1 イミシュ 4 セック（361 年 8 月 1 日）

の日付と共に、この国の支配者がスーツ・アハウの称号を伴って言及されている（Nondédéo, et 

al. 2014: 116, 2019: 63）。

　石碑 23 より少し遅く、エントラーダ後間もない 380 年から 400 年頃に建立されたと考えられ

ているのが石碑 24 である（Nondédéo, et al.2021: 89）。何らかの理由で上部は欠損し、12 文字が

刻まれた一部だけが現存している（図 3）。そこには 8.16.6.8.1 10 イミシュ 14 ウォ Wo（363

年 6 月 13 日）、8.17.1.4.11 9 オック Ok 13 マック（378 年 1 月 13 日）、8.17.1.4.10 10 チュウェン

Chwen 14 マック、8.17.1.4.12 11 エブ 15 マックの日付が言及されている（Nondédéo, et al. 2019: 

57; Stuart 2014）。すなわち、エントラーダ当日までの三日間と、それに先立つ 14 年余前の日付

である。最初の日付が何を意味するかは不明だが、

残る三つの日付がエントラーダと何らかのかかわ

りを持つであろうことは疑いない。そのことは、シ

フヤフ・カフクの名が刻まれていることからも明

らかである。しかも、「クフル・スーツ・アハウ」

（”k’uhul Suutz’ ajaw”）「コウモリの神聖王」の称

号を持つ b’u-JOL あるいは mu-JOL と読める人物

が、シフヤフ・カフクの「ヤハウテ」”yajawte” と

して言及されている（Canuto 2020: 380; Nondédéo, 

et al. 2014: 116-117, 2016; Stuart 2014）。

　ここで注目されるのが、石碑 23 では単にスーツ・

アハウという称号を称していた支配者が、1 〜 2 世

代後に建立されたこのモニュメントでは、クフル

図 3　 石碑 24（Nondédéo, et al. 2019 
Figura 3. を転載） 
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「神聖な」という新たな形容詞を加えた称号を用いていることである。すなわち、この b’u-JOL

あるいは mu-JOL なる人物が、何らかの思惑で、自らの称号として「クフル〜アハウ」を導入し

たのであり、これ以降、古典期のマヤの君主たちは紋章文字と名付けられたこの称号を採用し続

けるのである（Nondédéo, et al. 2019: 64; García Capistrán y Rodríguez 2017）。この新たな称号

の導入とエントラーダが、何らかの関連を持っているのかについての議論は、他日を期したい。

”yajawte” の意味に関しては、研究者の間でも「家臣」（Canuto et al. 2020: 380; Stuart 2014）と「戦

争指揮官」（Hansen et al. 2008: 60; Nondédéo, et al. 2014: 117, 2019: 57-60; Tokovinine2008: 268）

の二説に分かれている。いずれにしても、ナーチトゥンがシフヤフ・カフクに服属していたと考

えている点では同じである。エントラーダ後、ティカルの政体は大きく変わる。先ず、シフヤフ・

カフクがティカルに到着したまさに同日、アハウであったチャック・トック・イチャーク Chak 

Tok Ich’aak1 世が、恐らく死去する（2）。その後、8.17.2.16.17 5 カーバン Kaban 10 ヤシュキン 

Yaxk’in（379 年 9 月 13 日）ホ・ティナム・ウィッツ Ho’ Tinam Witz （「五つの木綿の山々」）

王ハソーム・クイ Jaz’oom Kuy の息子であるヤシュ・ヌーン・アヒーン Yax Nuun Ahiin が、

シフヤフ・カフクの監督下ティカルのアハウに即位する。つまり、エントラーダの主役であるシ

フヤフ・カフクは、ティカルの王位に即いていない。その代わり、彼の姿はティカルの周辺で

しばしば見られるようになる。彼の名は、378 年と 396 年にワシャクトゥン、379 年にラ・スフ

リカーヤとエル・サポーテ El Zapote、381 年頃にエル・ベフカル El Bejucal とエル・ソッツ El 

Zotz、393 年にリオ・アスル Rio Azul で言及されるのである（図 1）（Canuto et al. 2020: 380）。

エントラーダの主役であり推進者であったにもかかわらず、事業を成し遂げた後にどの国の王位

にも即かず、それでいて明らかに広範囲の国々で重要視されていたことが、この人物の素性をま

すますわかりにくくさせている。

４、ナーチトゥンはテオティワカンの橋頭堡だったのか

　シフヤフ・カフクの到着に始まるエントラーダがテオティワカンによる武力侵略であり、ナ

ーチトゥンはシフヤフ・カフクによる軍事的侵略行為に加担したとする説の最大の根拠は、碑

文に記されている「ヤハウテ」を戦争指揮官と解読することにある（Nondédéo, et al. 2014: 117, 

2016, 2019:57）。すなわち、ナーチトゥンの支配者がシフヤフ・カフクの戦争指揮官であるとい

うことは、シフヤフ・カフクはナーチトゥンを指揮下においた上位の存在であり、ナーチトゥン

は彼の指図の下で侵略行為を手助けした、と解釈するのである。しかも、ティカル到着の前に、

エル・ペルーとナーチトゥンに立ち寄っていることは、シフヤフ・カフクの行動が入念な計画の

下に実施された戦争行為であることを示すのに加え、支援する勢力が予め現地に存在することに

なり、距離的に遠く離れ、環境も大きく異なる低地南部マヤ地域への征服行為で障害となる兵站

上の問題を克服できるというのである（Nondédéo, et al. 2016, 2019: 62-63）そして、シフヤフ・

カフクを手助けしたマヤ人側勢力の主体となったのがナーチトゥンであり、それがエントラーダ
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後のナーチトゥンの繁栄につながった、という訳である。

　しかし、「ヤハウテ」の解読は、まだ定まっていない。先述したように、「家臣」と解読する研

究者も少なくない。それでも、確かにナーチトゥンがシフヤフ・カフクが率いる勢力に服属して

いることに変わりはない。では、シフヤフ・カフク自身、テオティワカンの軍隊を率いてきてい

たのであろうか。現地マヤ人の加勢を得るにしても、テオティワカン主体の軍事行動を発動した

のであるならば、相当数の兵を率いていたはずである。その証拠はあるのであろうか。ティカル

のマルカドールの碑文テキストの ”och ch’een” を「町に入った」あるいは「領土に入った」を

解読できると主張し、この表現がシフヤフ・カフクのエントラーダが軍事的侵略だと解釈する研

究者もいるが、これも確定した説ではない（Stuart 2014; Nondédéo, et al. 2019: 60-61）。

　テオティワカンの軍隊がペテンに侵入したことを証拠づけるものとして挙げられるのが、ティ

カルの PD50 で出土した三脚シリンダー土器である（図 4）。ここには、タルー＝タブレーロ様

式建築の建物を出発した 6 人のグループが左に進み（3）、同じくタルー＝タブレーロ建築だが、

四面に階段が張り出しているマヤ風の神殿建築の前で、一人のマヤ人らしき人物に迎えられてい

る（2）（Marcus 2003: 339-342; Moholy-Nagy 2021: 486、494、496; Robb 2020: 182; Schele and 

Freidel 1990: 161）。前を進む 4 人は槍投げ器や矢などの武器を携行し、後の二人は丸腰で大きな

房のついた頭飾りを被っている。確かに 4 人の戦士たちは武装しているが、武装は兵にとってい

わば正装である。たとえ戦争に赴くのではないにしても、兵が軍務で遠征する際に武装するのは

当然であろう。しかしながらこの光景を見る限り、両者の関係は友好的であり、平和裏にやり取

りしているように思われる。この土器が出土したのはティカルであり、ここにシフヤフ・カフク

が到着したのがエントラーダであったことを考えると、この土器に描かれているのがテオティワ

カン戦士であったとしても、友好的な交流が行われているようにしか見えないし、逆に言えば軍

事的侵入とは程遠い光景である。

　また、仮にナーチトゥンがシフヤフ・カフクとエントラーダの前から同盟関係を締約していた

ならば、それを示す特徴が見られるはずである。これを例証するものとして挙げられるのが、パ

チューカ産緑色黒曜石やシリンダー土器、器壁の薄いオレンジ土器などテオティワカンによる

流通と関係性の深い遺物の出土である（Nondédéo, et al. 2016）。しかし、これらの製品の出土

は、ナーチトゥンとテオティワカンの間に何らかの交流があったことを示すものではあるが、軍

事も含む同盟関係にあったとまではいえない。そもそも、テオティワカンとマヤ地域の交流は

100 年頃には始まっているし、ティカルの「失われた世界（Mundo Perdido）」にある建物 5C49

と 5C54 では、3 世紀にはタルー・タブレーロ建築が採用されている（Canuto 2020: 374、377; 

Laporte 2003: 200-201）。テオティワカン製であれ、それを模倣したものであれ、テオティワカ

ンに由来する製品や芸術、建築がマヤ低地南部で見られても、なんら不自然ではない。エントラ

ーダとマヤ地域の交流は別個の性格を持つものであり、同列に論ずべきでない。

　そして、何よりも最大の難点は、シフヤフ・カフクがテオティワカン出身であることを示す根
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拠が全くないことである。一般論として、碑文学者の多くが、エントラーダをテオティワカンに

よる低地南部マヤ地域の侵略行為だと主張するのに対し、考古学者はそれに否定的な傾向がある

ようであるが、そもそも碑文学者が重視する碑文史料に関しても、シフヤフ・カフクとテオティ

ワカンを関係づけるものは皆無なのである（Kováč y Barrois 2012: 120; Spence 2020: 474）。

５、おわりに

　ナーチトゥンがテオティワカンを盟主とする同盟関係にあり、テオティワカンから派遣された

シフヤフ・カフクの軍事行動を援護した、とする説は、いまだ根拠が薄弱であり、この説が成り

立つためには説明されなければならない点がきわめて多い。

●　 ナーチトゥンがテオティワカンを盟主に仰ぎ、同国の低地南部マヤ地域への侵略行為に協力

するのに何の利点があるのか。

●　 シフヤフ・カフクは何者か。

●　 仮にペテン地方に提携国があったにせよ、そこに至るまで大軍が 700㎞以上もの行軍を行う

ことが可能か。交易集団ならともかく、軍隊の通過を経路沿いの国は許可するのか。

●　 征服の対象はなぜティカルだったのか。

等々である。

　本来、碑文は見せるためのものであり、製作者が主張したいことが表現されており、逆に事実

が述べられているとは限らない。従って、その内容の解釈に関しては、他の考古学資料を援用し、

慎重に進める必要がある。エントラーダを、テオティワカンから派遣されたシフヤフ・カフクが

主体となり、提携国であるナーチトゥンなどと共に推進したマヤ低地南部への侵略だった考える

には、証拠が不十分であると考える。

図 4　ティカルの PD50 出土の三脚シリンダー土器と彫られた画像（Moholy-Nagy 2021 Figura 4. を転載）  
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［註］

（ 1 ）   ここで、シフヤフ・カフクはカロームテとして言及されているのだが、これはシフヤフ・カフクの名が生起す

る初めての例であると同時に、カロームテ称号の初見例でもある（Kováč y Barrois 2012: 117、119、123-124; 

Martin 2020: 122）。

（ 2 ）  石碑 31 では、och ha「水に入る」と隠喩的に表現されているが、死んだことを表すものと思われる。
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